
 

 

 

⼥⼦聖学院 120 周年記念祭  

  ⽣徒と 地域がより⼀層つながる“協働⽂化”へ  

 

⼥⼦聖学院中学校⾼等学校（東京都北区、校⻑ 安藤守）は、2025 年 11 ⽉ 1 ⽇（⼟）・3 ⽇（⽉・祝）に

創⽴ 120 周年を記念する「記念祭」を開催します。 

今年は、⽣徒・教職員・保護者が参加した記念祭に向けてのワークショップの中で「地域とともに記念祭を

つくりたい」という声が⽣まれ、地域商店街とのコラボレーションが形になりました。地元のアザレア通り商

店会や霜降銀座商店街の賛同店舗が学内にブースを出店し、⽣徒は準備段階から商店主と意⾒を交わし、学校

向けに販売量や提供⽅法、価格設定について協議を重ね、互いに歩み寄りながら企画を練り上げ、コラボレー

ションが実現しました。 

背景 
⼥⼦聖学院中学校⾼等学校は 1905 年の創⽴以来、建学の精神「神

を仰ぎ ⼈に仕う（Love God and Serve His People）」を掲げ、社会

に貢献する⼥性の育成を⽬指すミッションスクールです。 

記念祭は⽣徒・教職員・保護者が⼀体となって⾏う本校にとって最

も重要なイベントです。本校の多くの保護者は、⽣徒の⼈格形成にお

ける⼤切な役割を担い “⾃ら進んで“学校活動に参加してくださって

います。全国的に PTA 活動の縮⼩、負担感が課題視される中、本校の

保護者との協同は教育活動における⼀つ強みであり、まさに「Parent-

Teacher Association（PTA）」を実現しているところです。今年度の

記念祭は、この強みを存分に⽣かしつつ⽣徒がさらに⼀歩前に出ることで、地域と学校がつながる“協働⽂化“を

⽬指す新たな「記念祭」となります。 
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ワークショップから⽣まれた地域協働 
新たな記念祭を創るべく今年は、⽣徒・教職員・保護者が⼀堂に会

したワークショップから始まりました。まずは「なぜやるのか（WHY）」

の⽬的を深く理解し、共通認識を築いたうえで 「どう実現するか

（HOW）」「何をするか（WHAT）」 へと段階的に落とし込み、⽬

的 → ⼿段 → 提供内容の順に合意を重ねました。ブレインストーミ

ングは何度も繰り返し、相⼿の意⾒を受け⼊れて上乗せする “YES, 

AND”（肯定してさらに⾜す）を運⽤し、そこで⽣まれた「地域と⼀緒

に記念祭を作りたい」「⽣徒の活動を社会に広げたい」という声を起

点に、地域商店街とのコラボレーションが誕⽣しました。 

 

地域協働の具体的な展開 
今回の取り組みでは、駒込駅近くのアザレア通り商店会および霜降

銀座商店街の会⻑に直接声をかけ、会⻑から各店舗へ働きかけをして

いただきました。その結果、趣旨に賛同し参加を表明して頂いた店舗

は、鶏⾁の万富（精⾁・焼き⿃店）、中⾥菓⼦店（⽼舗和菓⼦店）、

株式会社 SHEM（フレグランス／ライフスタイル商品）、TUTTI（イ

タリアンレストラン）、げんきまる（海鮮料理店）の 5 つの店舗で、

いずれの店舗も「⽣徒に特別な体験を」との思いを共有し、オリジナ

ルメニューの考案や⽣徒にも買いやすい価格での調整を⾏ってくださ

いました。取り組み中で、⽣徒たちが記念祭で求めやすい量、価格、

提供⽅法等の希望を伝え、店舗側がそれを尊重して形にするなど、双

⽅向の歩み寄りによって協働が実現しました。 

 

 

記念祭総務委員⻑ 岡村 直樹 教諭 
「⼥⼦聖学院の記念祭はミッションスクールとしての創⽴を記念し、

⽣徒が主体となって⽇頃の学習や活動の成果を外に向けて発表する学

園祭です。記念祭は PTA の皆様に⽀えられて今⽇まで来ています。今

年は１２０周年という節⽬にあたり、いままで培ってきた伝統⽂化を

⼟台にした新時代の記念祭を創るプロジェクトが現在進んでおりま

す。その中のひとつとして⽣徒・教職員・保護者そして地域が⼒を合

わせた新しい協働モデルの構築を⽬指しております。今回の取り組み

が⽣徒たちの未来に向けた学びとなり、地域とのつながりをより⼀層

深めるきっかけになることを願っています。」 



 

 

記念祭開催概要 
名称︓⼥⼦聖学院 創⽴ 120周年 記念祭 

⽇時︓2025 年 11 ⽉ 1 ⽇（⼟）、3⽇（⽉・祝） 9:00〜15:30 

会場︓⼥⼦聖学院中学校⾼等学校（東京都北区中⾥ 3丁⽬） 

主催︓⼥⼦聖学院中学校⾼等学校 

⼊場︓学校関係者および受験希望者 

来場者数︓毎年、2 ⽇間で、約3,000〜4,000 ⼈が来場 

その他︓隣接する聖学院中学校⾼等学校（男⼦校）記念祭も同⽇に開催 

 

本件に関するお問い合わせ先 
聖学院 広報センター 

TEL︓03-3917-8530 

FAX︓03-5907-7034 

Mail︓pr_h@seigakun-univ.ac.jp 


